
(57)【要約】

【課題】簡単な構造で、確実に効率よく筬の清浄が可能

な流体噴射式織機の筬清浄装置を提供する

【解決手段】織機の筬保持部分に設けられ、筬１６の長

手方向に沿って所定間隔で形成され筬羽１２の緯糸飛走

路近傍を向いた複数の噴射口２２と、噴射口２２に連通

し筬１６の長手方向に形成され筬羽１２の洗浄液や空気

等の清浄流体が通過する清浄流体路２４とを備える。噴

射口２２と清浄流体路２４は、筬羽１２の保持部材１４

と一体に、または筬保持具２０に設けられる。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
織 機 の 筬 保 持 部 分 に 設 け ら れ 、 筬 の 長 手 方 向 に 沿 っ て 所 定 間 隔 で 形 成 さ れ 筬 羽 の 緯 糸 飛 走
路 近 傍 を 向 い た 複 数 の 噴 射 口 と 、 こ の 噴 射 口 に 連 通 し 筬 の 長 手 方 向 に 形 成 さ れ 筬 羽 の 清 浄
流 体 が 通 過 す る 清 浄 流 体 路 と を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 流 体 噴 射 式 織 機 の 筬 清 浄 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
上 記 噴 射 口 と 清 浄 流 体 路 は 、 筬 羽 の 保 持 部 材 に 形 成 さ れ 筬 と 一 体 に 設 け ら れ た こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 １ 記 載 の 流 体 噴 射 式 織 機 の 筬 清 浄 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
上 記 噴 射 口 と 清 浄 流 体 路 は 、 筬 を 保 持 す る 筬 保 持 具 に 設 け ら れ た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
１ 記 載 の 流 体 噴 射 式 織 機 の 筬 清 浄 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
上 記 清 浄 流 体 路 は 、 切 替 弁 を 介 し て 、 水 と 洗 浄 液 及 び 空 気 を 送 る 各 清 浄 流 体 供 給 源 に 接 続
さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ， ２ ま た は ３ 記 載 の 流 体 噴 射 式 織 機 の 筬 清 浄 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
こ の 発 明 は 、 水 や 空 気 の 噴 射 に よ り 緯 入 れ す る 流 体 噴 射 式 織 機 の 筬 清 浄 装 置 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
一 般 に 、 水 や 空 気 の 噴 射 に よ り 緯 入 れ す る 流 体 噴 射 式 織 機 に お い て は 、 緯 糸 の 飛 走 路 の 汚
れ が 織 機 稼 働 率 や 織 物 品 質 に 大 き な 影 響 を 与 え る 。 従 っ て 、 通 常 は 織 機 稼 働 の 一 定 時 間 毎
に 、 織 機 ユ ー ザ ー ま た は 筬 の 製 造 者 が 織 機 の 筬 を 洗 浄 し て い る 。 筬 の 清 浄 は 、 織 機 を 一 旦
止 め 、 先 ず 経 糸 を 緩 め て 筬 の 下 方 に 下 げ 、 筬 羽 に 洗 浄 剤 を 噴 射 す る 。 こ の 後 、 人 手 で 筬 羽
を ブ ラ ッ シ ン グ し 、 洗 浄 水 を 噴 射 し て 洗 浄 剤 を 流 す 。 そ し て 、 乾 燥 用 の 空 気 を 筬 羽 に 噴 射
し て 、 筬 羽 を 乾 か し 、 経 糸 を 張 り 直 し 、 織 機 を 再 稼 働 す る と い う も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
ま た 、 特 許 第 ２ ９ １ １ ６ ５ ８ 号 公 報 に 開 示 さ れ て い る よ う に 、 サ ブ ノ ズ ル を 備 え た 空 気 噴
射 式 織 機 の サ ブ ノ ズ ル か ら 清 浄 液 が 噴 射 さ れ 、 空 気 ノ ズ ル 及 び 筬 の 清 浄 を 行 う も の も 提 案
さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
上 記 従 来 の 技 術 の 前 者 の 人 手 に よ り 洗 浄 す る 場 合 、 清 浄 の た め の 段 取 り や 作 業 に 多 く の 時
間 が か か り 、 織 機 稼 働 率 の 低 下 を 招 い て い る と い う 問 題 が あ っ た 。 ま た 。 上 記 従 来 の 技 術
の 後 者 の 特 許 公 報 に 開 示 さ れ た 技 術 の 場 合 、 サ ブ ノ ズ ル に 洗 浄 液 を 通 し て 噴 射 す る の で 、
緯 糸 飛 走 方 向 に 洗 浄 液 が 飛 び 、 筬 羽 に 効 果 的 に 洗 浄 液 が 当 た ら ず 、 筬 羽 の 洗 浄 効 果 が 低 い
も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
こ の 発 明 は 上 記 従 来 の 問 題 点 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 簡 単 な 構 造 で 、 確 実 に 効 率 よ
く 筬 の 清 浄 が 可 能 な 流 体 噴 射 式 織 機 の 筬 清 浄 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
こ の 発 明 は 、 織 機 の 筬 保 持 部 分 に 設 け ら れ 、 筬 の 長 手 方 向 に 沿 っ て 所 定 間 隔 で 形 成 さ れ 筬
羽 の 緯 糸 飛 走 路 近 傍 を 向 い た 複 数 の 噴 射 口 と 、 こ の 噴 射 口 に 連 通 し 筬 の 長 手 方 向 に 形 成 さ
れ 筬 羽 の 洗 浄 液 や 空 気 等 の 清 浄 流 体 が 通 過 す る 清 浄 流 体 路 と を 設 け た 流 体 噴 射 式 織 機 の 筬
清 浄 装 置 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
上 記 噴 射 口 と 清 浄 流 体 路 は 、 筬 羽 の 保 持 部 材 に 形 成 さ れ 筬 と 一 体 に 設 け ら れ た も の で あ る
。 ま た は 、 上 記 噴 射 口 と 清 浄 流 体 路 は 、 筬 を 保 持 す る 筬 保 持 具 に 設 け ら れ た も の で も 良 い
。 そ し て 、 上 記 清 浄 流 体 路 は 、 切 替 弁 を 介 し て 、 水 と 洗 浄 液 及 び 空 気 等 を 送 る 各 清 浄 流 体
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供 給 源 に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 こ の 発 明 の 実 施 形 態 に つ い て 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。 図 １ は 、 こ の 発 明 の 第 一 実
施 形 態 を 示 す も の で 、 こ の 流 体 噴 射 式 織 機 の 筬 清 浄 装 置 １ ０ は 、 多 数 の 薄 い 筬 羽 １ ２ と 、
こ の 筬 羽 １ ２ を 保 持 し た 保 持 部 材 １ ４ か ら 成 る 筬 １ ６ に 一 体 に 設 け ら れ て い る 。 筬 羽 １ ２
は 、 互 い に 等 間 隔 に 位 置 し 筬 羽 １ ２ の 表 裏 の 側 面 は 経 糸 開 口 面 に 対 し て 平 行 に 設 け ら れ 、
こ の 実 施 形 態 の 筬 羽 １ ２ に は 、 緯 糸 Ｙ が 流 体 ジ ェ ッ ト に よ り 通 過 す る 緯 糸 案 内 部 １ ６ ａ が
形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
こ の 実 施 形 態 の 流 体 噴 射 式 織 機 の 筬 清 浄 装 置 １ ０ は 、 織 機 に 揺 動 自 在 に 設 け ら れ 図 示 し な
い 駆 動 機 構 に よ り 所 定 の 揺 動 運 動 を 行 な う 筬 保 持 具 ２ ０ に 取 り 付 け ら れ た 筬 １ ６ に 設 け ら
れ た も の で 、 筬 羽 １ ２ の 保 持 部 材 １ ４ に 一 体 に 設 け ら れ て い る 。 保 持 部 材 １ ４ に は 、 筬 １
６ の 長 手 方 向 に 沿 っ て 所 定 間 隔 で 形 成 さ れ 、 筬 羽 １ ２ の 緯 糸 案 内 部 １ ６ ａ と 緯 糸 飛 走 路 近
傍 方 向 を 向 い た 複 数 の 噴 射 口 ２ ２ が 形 成 さ れ て い る 。 こ の 噴 射 口 ２ ２ は 、 保 持 部 材 １ ４ 内
に 長 手 方 向 に 筬 １ ６ の 全 幅 に 渡 っ て 形 成 さ れ 、 筬 羽 １ ２ の 洗 浄 液 や 空 気 等 の 清 浄 流 体 が 通
過 す る 清 浄 流 体 路 ２ ４ に 連 通 し て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
筬 保 持 具 ２ ０ に は 、 筬 羽 １ ２ の 保 持 部 材 １ ４ を 挟 む よ う に 収 容 す る 断 面 コ 字 状 の 収 容 凹 部
３ ０ が 形 成 さ れ 、 保 持 部 材 １ ４ が 押 し つ け ら れ る 側 壁 ３ ０ ａ を 備 え る 。 収 容 凹 部 ３ ０ の 他
方 の 側 壁 ３ ０ ｂ は 、 わ ず か に 上 方 に 広 が る よ う に 斜 め に 形 成 さ れ 、 適 宜 の 箇 所 に 固 定 用 ブ
ロ ッ ク ３ ２ が ク サ ビ 状 に 嵌 合 さ れ て い る 。 固 定 用 ブ ロ ッ ク ３ ２ に は 、 ボ ル ト ３ ４ の 挿 通 孔
が 形 成 さ れ 、 ボ ル ト ３ ４ は 、 収 容 凹 部 ３ ０ の 底 面 ３ ０ ｃ に 形 成 さ れ た 雌 ネ ジ 孔 ３ ０ ｄ に 螺
合 し て い る 。 ま た 、 側 壁 ３ ０ ａ 側 の 外 側 面 に は 、 適 宜 の 間 隔 で 筬 保 持 具 ２ ０ の 長 手 方 向 に
沿 っ て 補 助 ノ ズ ル １ ８ が 取 り 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
噴 射 口 ２ ２ と 清 浄 流 体 路 ２ ４ に は 、 切 替 弁 ３ ６ を 介 し て 、 洗 浄 液 供 給 源 ３ ８ 、 水 供 給 源 ４
０ ， 及 び 空 気 供 給 源 ４ ２ が 接 続 さ れ て い る 。 各 供 給 源 ３ ８ ， ４ ０ ， ４ ２ に は 、 各 々 供 給 ポ
ン プ が 設 け ら れ て い る 。 な お 、 水 供 給 源 を 水 道 に 接 続 し 、 空 気 供 給 源 を 工 場 内 の 圧 縮 空 気
の 配 管 と 共 用 す る と よ い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
次 に 、 こ の 実 施 形 態 の 流 体 噴 射 式 織 機 の 筬 清 浄 装 置 １ ０ の 動 作 作 用 に つ い て 説 明 す る 。 ま
ず 、 筬 羽 １ ２ が 保 持 部 材 １ ４ に 設 け ら れ た 状 態 で 、 保 持 部 材 １ ４ を 筬 保 持 具 ２ ０ の 収 容 凹
部 ３ ０ に 嵌 合 さ せ る 。 そ し て 、 固 定 用 ブ ロ ッ ク ３ ２ を ク サ ビ 状 に 嵌 合 さ せ て 、 固 定 用 ブ ロ
ッ ク ３ ２ に ボ ル ト ３ ４ を 挿 通 し 、 ボ ル ト ３ ４ の 雄 ネ ジ を 収 容 凹 部 ３ ０ の 底 面 ３ ０ ｃ に 形 成
さ れ た 雌 ネ ジ 孔 ３ ０ ｄ に 螺 合 さ せ る 。 固 定 用 ブ ロ ッ ク ３ ２ は 、 筬 １ ６ の 長 手 方 向 に 沿 っ て
適 宜 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
こ の 後 、 筬 １ ６ に よ り 製 織 動 作 が 行 な わ れ 、 所 定 期 間 後 に 筬 １ ６ の 洗 浄 が 必 要 と な る と 、
先 ず 、 経 糸 を ゆ る め て 筬 １ ６ の 上 方 に 上 げ る か 、 ま た は 下 方 に 下 げ る 。 そ し て 筬 １ ６ に 向
か っ て 洗 浄 液 供 給 源 ３ ８ か ら 洗 浄 剤 の 入 っ た 洗 浄 液 を 洗 浄 流 体 路 ２ ４ に 送 り 、 噴 射 口 ２ ２
か ら 洗 浄 液 を 筬 羽 １ ２ に 吹 き 付 け る 。 こ の 後 適 宜 ブ ラ ッ シ ン グ し 、 筬 羽 １ ２ の 汚 れ を 落 と
す 。
【 ０ ０ １ ４ 】
そ し て 、 切 替 弁 ３ ６ を 切 り 替 え て 、 水 供 給 源 ４ ０ か ら 洗 浄 水 を 洗 浄 流 体 路 ２ ４ に 送 り 噴 射
口 ２ ２ か ら 洗 浄 水 を 筬 羽 １ ２ に 吹 き 付 け 、 洗 浄 剤 と と も に 汚 れ を 洗 い 流 す 。 次 に 、 切 替 弁
３ ６ を 切 り 替 え て 、 空 気 供 給 源 ４ ２ か ら 空 気 を 洗 浄 流 体 路 ２ ４ に 送 り 噴 射 口 ２ ２ か ら 空 気
を 筬 羽 １ ２ に 吹 き 付 け 、 乾 燥 さ せ る 。 こ の 後 、 経 糸 を 張 り 直 し 、 織 機 を 再 稼 働 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
な お 、 洗 浄 剤 、 洗 浄 水 、 空 気 の 何 れ か を 混 合 し て 吹 き 付 け て も 良 い 。 ま た 切 替 弁 ３ ６ を 図
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示 し な い 制 御 装 置 と 接 続 し 、 自 動 的 に 洗 浄 剤 、 洗 浄 水 、 空 気 と 順 番 に 切 り 替 え て も 良 い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
こ の 実 施 形 態 の 流 体 噴 射 式 織 機 の 筬 清 浄 装 置 １ ０ に よ れ ば 、 筬 羽 １ ２ の 洗 浄 を 短 時 間 に 確
実 に 行 な う こ と が で き る 。 し か も 、 作 業 に 際 し て ス プ レ ー ガ ン 等 の 道 具 を 用 意 す る 必 要 が
な く 、 簡 単 に 迅 速 な 洗 浄 が 可 能 と な る 。 こ れ に よ り 、 織 機 の 停 止 時 間 を 短 縮 す る こ と が で
き 、 織 機 稼 働 率 の 向 上 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
次 に こ の 発 明 の 第 二 実 施 形 態 の 流 体 噴 射 式 織 機 の 筬 清 浄 装 置 ５ ０ に つ い て 、 図 ２ を 基 に し
て 説 明 す る 。 こ こ で 上 記 実 施 形 態 と 同 様 の 部 材 は 同 一 符 号 を 付 し て 説 明 を 省 略 す る 。 こ の
実 施 形 態 の 筬 清 浄 装 置 ５ ０ は 、 噴 射 口 ５ ２ と 清 浄 流 体 路 ５ ４ を 、 筬 １ ６ を 保 持 す る 筬 保 持
具 ２ ０ に 一 体 に 設 け ら れ た も の で あ る 。 筬 １ ６ は 、 従 来 の 一 般 的 な 構 造 の も の で 、 筬 羽 １
２ の 保 持 部 材 ５ ６ は 通 常 の 構 造 で あ る 断 面 コ 字 状 に 形 成 さ れ た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
こ の 実 施 形 態 に よ れ ば 、 上 記 第 一 実 施 形 態 と 同 様 の 作 用 効 果 を 有 し 、 さ ら に 、 既 存 の 筬 １
６ を 用 い る こ と が で き 、 筬 羽 １ ２ を 保 持 す る 保 持 部 材 ５ ６ を 新 た に 設 け る 必 要 が な く 、 筬
保 持 具 ２ ０ を 新 た に 上 記 の 構 造 に 設 け れ ば 良 く 、 筬 １ ６ の 交 換 等 に 際 し て も 容 易 に 対 応 可
能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
な お 、 こ の 発 明 の 流 体 噴 射 式 織 機 の 筬 清 浄 装 置 は 、 上 記 各 実 施 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は
な く 、 噴 射 口 や 清 浄 流 体 路 は 適 宜 設 け れ ば 良 く 、 筬 羽 の 緯 糸 飛 走 路 近 傍 を 向 い て 形 成 さ れ
て い れ ば よ い 。 ま た 、 例 え ば 、 洗 浄 流 体 路 ２ ４ ， ５ ４ を パ イ プ 等 に 置 き 換 え 、 筬 保 持 具 ２
０ 等 に 外 付 け に 設 け て も 良 い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
【 発 明 の 効 果 】
こ の 発 明 の 流 体 噴 射 式 織 機 の 筬 清 浄 装 置 は 、 筬 の 洗 浄 を 容 易 に 確 実 に 行 な う こ と が で き 、
短 時 間 で 洗 浄 動 作 を 行 な う こ と が で き る 。 従 っ て 、 織 機 の 停 止 時 間 を 短 縮 す る こ と が で き
、 織 機 稼 働 率 の 向 上 を 図 る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 こ の 発 明 の 第 一 実 施 形 態 の 流 体 噴 射 式 織 機 の 筬 清 浄 装 置 を 示 す 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 こ の 発 明 の 第 二 実 施 形 態 の 流 体 噴 射 式 織 機 の 筬 清 浄 装 置 を 示 す 縦 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ ０ 　 　 筬 清 浄 装 置
１ ２ 　 　 筬 羽
１ ４ 　 　 保 持 部 材
１ ６ 　 　 筬
１ ８ 　 　 補 助 ノ ズ ル
２ ０ 　 　 筬 保 持 具
２ ２ 　 　 噴 射 口
２ ４ 　 　 清 浄 流 体 路
３ ０ 　 　 収 容 凹 部
３ ２ 　 　 固 定 用 ブ ロ ッ ク
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